
 
 

平成 30年 6月 25日 

名古屋教育医療記者会 各位 

名古屋市立大学大学院人間文化研究科 

担当：三浦 哲司 ☎052(872)5177 

名 古 屋 市 立 大 学 山 の 畑 事 務 室 

事務長：森 俊次 ☎052(872)5701 

 (名古屋市政記者クラブ・名古屋経済記者クラブと同時発表) 

 

JR東海の柘植会長を招き、東海地域の問題を考えるシンポジウムを開催します 

 

名古屋市立大学は平成 30 年 5月 1日に、新たに都市政策研究センターを設立しました。これを記念

して、東海地域が抱える様々な問題について、多角的な視点から議論し、今後のあり方を考える目的で、

「大都市の抱える問題を考える」と題してシンポジウムを開催いたします。 

東海地域が抱える問題について、JR東海の柘植会長はじめ、経済界・行政・大学が立場を超えて議論

する機会です。ぜひ取材にお越しくださいますよう、お願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開所式でのプレゼンテーション          都市政策研究センターの看板の除幕 

 

今回のポイント 

〇JR東海の柘植会長が「リニアを契機とした地域の変革－その期待と課題」と題して講演します 

〇講演を受け、パネルディスカッションでは経済界・行政・大学という多様な立場で議論します 

 

記 

１ 日 時  平成 30年 7月 19日（木）午後 1時 00分から午後 4時 00分まで(12時 30分開場) 

 

２ 場 所  名古屋市瑞穂区瑞穂町字川澄 1 名古屋市立大学 桜山キャンパス さくら講堂 

 

３ 対 象  自治体関係者、地元経済界関係者、本学の学生・教職員、市民など 

※全体規模は 500人、うち市民の参加募集は 250人 

 

４ 内 容  ○基調講演 「リニアを契機とした地域の変革－その期待と課題」 

講  師 柘植 康英（東海旅客鉄道株式会社 代表取締役会長） 

○パネルディスカッション 

中部経済連合会専務理事、名古屋市総務局長、大阪市立大学教授、本学教員が登壇 

 

５ その他  取材をご希望の際は、予め担当者までご連絡をお願いいたします。 

以 上 
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